
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月28日（木）に特別支援教育コー 

ディネーターや担任、支援員の先生方を 

対象に、個別の教育支援計画への合理的 

配慮の提供の手続きや明記の仕方につい 

ての研修会を開きました。先生方からは、 

「本人や保護者の教育的ニーズを踏まえ 

ることの大切さが理解できた。」「今ある 

個別の教育支援計画を見直したい。」など 

の感想が聞かれました。 

 

 

前号は「主体的な学び」にスポットを当ててみましたが、今回は、「対話的な学び」を展開していく上で
の授業改善の視点（自問例）を掲載します。日々の授業を見つめ直す参考にしてください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

生涯学習課 学校教育課 

７
月
３
日
付
け
福
島
民
友
新
聞
に
、

「
ヤ
フ
ー
本
社
で
天
栄
米
提
供
」
と
い

う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国

際
大
会
」
の
国
際
総
合
部
門
で
９
年
連

続
金
賞
に
輝
い
た
天
栄
米
が
、
ヤ
フ
ー

本
社
内
の
社
員
食
堂
で
約
１
カ
月
間
提

供
さ
れ
ま
す
。
ヤ
フ
ー
で
は
、
震
災
復

興
支
援
と
し
て
、
被
災
地
の
特
産
物
を

提
供
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
通
常
は

２
～
５
日
間
の
提
供
で
す
の
で
、
こ
の

よ
う
に
長
い
期
間
提
供
さ
れ
る
の
は
、

天
栄
米
が
初
め
て
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ

は
、
社
員
か
ら
「
一
般
の
コ
メ
と
お
い

し
さ
が
違
う
」
と
好
評
だ
っ
た
た
め
、

期
間
を
４
倍
に
延
長
し
た
と
の
こ
と
。 

こ
の
記
事
を
読
み
、
天
栄
村
の
子
ど

も
た
ち
に
も
改
め
て
天
栄
の
素
晴
ら
し

さ
や
誇
り
を
実
感
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
し
た
。 

 
  

魅力いっぱい 「愛村心（Ｉ尊心）」を育む天栄村！ 

みんなで気づく（築く）さわやか天栄 

発行：天栄村教育委員会 

2018.7.12 

  

小
学
校
は
今
年
度
か
ら
、「
道
徳
科
」
の
授
業
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
教
科
と
な
っ
た
道
徳
は
今
ま

で
の
道
徳
と
何
が
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。 

ま
ず
一
番
の
気
が
か
り
は
「
評
価
」
を
行
う
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
学
習
指
導
要
領
の
目
標
を

読
む
と
、
一
文
で
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

観
点
別
に
表
記
さ
れ
て
い
る
他
教
科
の
目
標
と
大
き

く
違
う
点
で
す
。
道
徳
は
、
そ
の
特
性
上
、
観
点
別

に
分
け
て
評
価
す
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
す
。
よ
っ

て
、
観
点
ご
と
に
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
次
の
視

点
で
評
価
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

①
個
々
の
内
容
項
目
ご
と
で
は
な
く
、
大
く
く
り

な
ま
と
ま
り
の
期
間
を
設
定
す
る
。 

②
他
児
童
生
徒
と
比
較
す
る
の
で
は
な
く
、
児
童

生
徒
が
い
か
に
成
長
し
た
か
を
積
極
的
に
受
け

止
め
、
励
ま
す
個
人
内
評
価
で
あ
る
。 

③
学
習
活
動
に
お
い
て
児
童
生
徒
が
よ
り
多
面

的
・
多
角
的
な
見
方
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
る
か
、

道
徳
的
価
値
の
理
解
を
自
分
自
身
と
の
関
わ
り

の
中
で
深
め
て
い
る
か
。 

 

二
つ
目
は
、
見
取
り
と
評
価
で
す
。
評
価
を
適
正

に
行
う
た
め
に
は
、
授
業
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
成

長
の
過
程
に
つ
い
て
、
何
を
、
ど
の
よ
う
に
見
取
る

の
か
を
意
識
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま

す
。
し
か
し
、「
道
徳
的
な
価
値
を
ど
れ
だ
け
理
解
し

た
か
」
や
「
道
徳
性
の
様
相
が
ど
れ
だ
け
育
っ
た
か
」

と
い
う
達
成
度
を
設
定
し
た
評
価
を
す
る
の
で
は
な

く
、「
ど
ん
な
学
び
を
し
た
か
」
と
い
う
内
容
を
評
価

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
授
業
を
構
想
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

 

評
価
の
方
法
に
つ
い
て
、
ご
質
問
等
あ
れ
ば
村
教

育
委
員
会
指
導
主
事
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

「
特
別
の
教
科 

道
徳
」 

① 子どもが必要性を感じているか。 

   ⇒ 教師の「話し合ってみましょう。」といった指示があって動くのでは受け身の姿勢です。子ども

自らが話し合う必要感をもつことが大切です。 

② 子どもは、力を合わせる目的を理解しているか。 

   ⇒ 挙手は子どもの意欲のみに支えられていたり、一部の子どもの 

発言だけで進められていたりしては「対話」ではありません。 

   ⇒ 解決のための協働意識をもつことが大切です。 

③ 受け止める力、反応する力をもっているか。 

   ⇒ どのような伝え方をしているかを見取り、そのよさを価値付けることで対話力がついてきます。

この力は一朝一夕には育めません。「教える」のではなく「育てる」意識をもち、よさを発揮して

いる学びを称賛し、そのよさを広めていくという関わりを繰り返していくことが大切です。 

 

対話する目的・ゴールが子

どもたちに見えているかが

キーポイントです！ 

 

天
栄
米
が
ヤ
フ
ー
本
社
に 

村特別支援教育担当者研修会 



 

生涯学習事業 
村民一人一人が自己の能力を高め、生きがいを持って豊かで充実した人生を送れるよう、誰もがいつ

でも自由に学習機会を選択していけるよう、必要な学習環境を整え、村民の主体的な学習活動を支援出

来るよう取り組んでいます。 

○青少年育成村民会議総会 

６月２２日（金）に生涯学習センター多目的ホールにおいて、平成３０年度天栄村青少年育成村民

会議総会が開催されました。この会議は子ども達が安心して生活が出来る環境づくりを行うためのも

ので、学校だけでなく、駐在員や交通安全協会など地域の方々の協力を得て運営しています。 

今年度は登下校時の声掛け運動や危険個所への看板設置、救急救命講習会など、子ども達の安全の

ため、地域一体となって実施してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 ○歴史学び教室 

 ６月２０日（水）、２１日（木）、２６日（火）の三日間、村内の史跡を巡る歴史学び教室が開催さ

れました。 

 村内の史跡や名勝を学校ごとに見学し、天栄村文化財保護審議委員の方々に説明をしていただきま

した。ふるさとの歴史を知る貴重な時間となりました。 

 

 

 

 

 

○つなぐ英語教育推進事業（セカクル） 

 ７月７日（土）に天栄中学校において、つなぐ英語教育推進事業「通称：セカクル」が開催されま

した。今年で３年目となる事業で、早稲田大学国際教養学部に所属する学生サークル「セカクル」が

来村し、中学生と交流を図りました。様々なゲームや村の良さを発見するディスカッションなど、生

徒は終始、英語を使って実施していました。セカクルのメンバーには日本語がうまく話せない方もい

ましたが、一生懸命、日本語で説明する姿を見て、チャレンジする大切さ、一歩踏み出す大切さを学

んでいました。 

  

 

 

学校教育課 生涯学習課 


